
議
員
提
出
第
四
号
議
案 

  
 

 
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受
及
び
海
外
活
動
に
係
る
目
的

及
び
費
用
に
関
す
る
地
方
自
治
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

  

標
記
の
議
案
を
次
の
理
由
に
よ
り
提
出
す
る
。 

  
 

 

理 
 

由 

 

福
岡
県
議
会
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選
任
を
巡
り
、
県
議
会
議
員
間
で
金
銭
の

授
受
が
行
わ
れ
た
と
の
証
言
・
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
疑
念
に
対
し
、

議
長
及
び
副
議
長
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の
議
会
役
職
の
選
任
も
対
象
と
し
て
、
選

任
に
係
る
金
銭
授
受
の
有
無
を
確
認
し
、
金
銭
授
受
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
そ

の
提
供
者
及
び
受
領
者
、
金
額
、
時
期
、
目
的
並
び
に
当
該
役
職
の
選
任
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
海
外
活
動
に
係
る
視
察
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
内
容
及
び
実
施
状
況

並
び
に
旅
行
業
者
へ
の
業
務
委
託
費
を
含
む
視
察
費
用
の
算
定
根
拠
、
契
約
及
び

支
出
の
状
況
、
精
算
の
有
無
及
び
内
容
等
を
確
認
し
、
視
察
及
び
こ
れ
に
係
る
費

用
の
適
正
性
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 

議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受
に
つ
い
て
は
県
議
会
が
設
置
し
た
第
三
者

委
員
会
に
よ
る
調
査
が
、
海
外
活
動
に
つ
い
て
は
県
が
設
置
し
た
第
三
者
委
員
会

に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
独
立
性
、
客
観
性
及
び
専
門
性
を
尊

重
し
、
調
査
結
果
及
び
収
集
資
料
を
最
大
限
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
第

三
者
委
員
会
の
設
置
を
も
っ
て
、
県
議
会
自
ら
の
調
査
責
任
が
失
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
県
議
会
が
地
方
自
治
法
第
百
条
第
一
項
に
基
づ
く
調
査
権
を
行
使
し
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
人
の
出
頭
及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に



よ
り
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
再
発
防
止
及
び
県
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
必
要
が
あ
る
。 

本
委
員
会
の
調
査
事
項
は
、
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受
及
び
海
外
活

動
に
係
る
視
察
の
目
的
及
び
費
用
の
二
項
目
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
事
項
と

す
る
。
視
察
費
用
に
は
、
旅
行
業
者
へ
の
業
務
委
託
費
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

よ
っ
て
、
第
三
者
委
員
会
そ
の
他
の
機
関
に
よ
る
調
査
及
び
審
査
の
成
果
を
最

大
限
活
用
し
つ
つ
、
調
査
事
項
の
重
複
が
あ
る
場
合
も
含
め
、
県
議
会
自
ら
が
前

記
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
法
定
の
調
査
権
を
行
使
し
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
及
び
県
民
の
信
頼
回
復
に
つ
な
げ
る
た
め
、
本
委
員
会

を
設
置
し
、
地
方
自
治
法
第
百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
権
を
委
任
す
る
必
要

が
あ
る
。 
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議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受
及
び
海
外
活
動
に
係
る
視
察

の
目
的
及
び
費
用
に
関
す
る
地
方
自
治
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

福
岡
県
議
会
に
お
け
る
議
長
、
副
議
長
そ
の
他
の
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金

銭
授
受
及
び
海
外
活
動
に
係
る
視
察
の
目
的
及
び
費
用
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
を

行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。 

一 

名 

称 

福
岡
県
議
会
に
お
け
る
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受
及
び
海
外
活
動
に

係
る
視
察
の
目
的
及
び
費
用
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会 

二 

設
置
目
的 

福
岡
県
議
会
に
お
け
る
議
長
、
副
議
長
そ
の
他
の
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金

銭
授
受
の
有
無
及
び
海
外
活
動
に
係
る
視
察
の
目
的
及
び
費
用
に
つ
い
て
、
事
実

関
係
を
明
ら
か
に
し
、
議
会
役
職
の
選
任
、
海
外
視
察
及
び
公
費
支
出
の
適
正
性

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
公
費
支
出
が
不
適
正
で
あ
る
と
き
は
そ
の
規
定
基
準
を

超
え
る
金
額
の
福
岡
県
へ
の
返
還
を
求
め
、
も
っ
て
再
発
防
止
及
び
県
民
の
信
頼

回
復
を
図
る
た
め 

三 

構 

成 

十
五
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

四 

調
査
事
項 

（
一
）
議
長
、
副
議
長
そ
の
他
の
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受
の
有
無
。

金
銭
授
受
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
提
供
者
及
び
受
領
者
、
金
額
、
時
期
、

目
的
並
び
に
当
該
役
職
の
選
任
と
の
関
係
。 

（
二
）
海
外
活
動
に
係
る
実
態
、
視
察
の
目
的
、
及
び
旅
行
業
者
へ
の
業
務
委
託

費
等
含
む
費
用
の
算
定
根
拠
、
契
約
及
び
支
出
の
状
況
、
精
算
の
有
無
及
び
内
容



等
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正
性
を
調
査
す
る
こ
と
。 

（
三
）
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
本
委
員
会
が
調
査

の
た
め
必
要
と
認
め
る
事
項
。 

五 

調
査
対
象
期
間 

（
一
）
前
項
第
一
号
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受

の
有
無
及
び
当
該
金
銭
授
受
の
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間

ま
で
遡
る
こ
と
と
す
る
。 

（
二
）
前
項
第
二
号
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
の
保
存
期
間
等
を
踏
ま
え
、

本
委
員
会
の
設
置
の
日
か
ら
遡
る
過
去
五
年
間
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

視
察
の
目
的
及
び
費
用
に
関
す
る
事
実
関
係
の
解
明
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
場
合
は
、
残
存
す
る
資
料
そ
の
他
の
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
以
前
に
つ
い
て
も

必
要
な
範
囲
で
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
三
）
前
項
第
三
号
の
調
査
対
象
期
間
は
、
関
連
す
る
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号

の
調
査
対
象
期
間
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。 

六 

調
査
権
限 

前
記
調
査
事
項
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
権

を
本
委
員
会
に
委
任
す
る
。
本
委
員
会
は
、
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
選
挙
人
そ
の
他
の
関
係
人
の
出
頭
及
び
証
言

並
び
に
記
録
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

七 

第
三
者
委
員
会
等
と
の
関
係 

本
委
員
会
は
、
議
会
役
職
の
選
任
に
係
る
金
銭
授
受
に
つ
い
て
県
議
会
が
設
置

し
た
第
三
者
委
員
会
及
び
、
海
外
活
動
に
つ
い
て
県
が
設
置
し
た
第
三
者
委
員
会

の
独
立
性
、
客
観
性
及
び
専
門
性
を
尊
重
す
る
。
第
三
者
委
員
会
そ
の
他
の
機
関

に
よ
る
調
査
又
は
審
査
に
お
い
て
既
に
収
集
さ
れ
た
資
料
等
は
可
能
な
範
囲
で
活

用
す
る
が
、
証
人
が
第
三
者
委
員
会
へ
の
提
出
等
を
口
実
に
し
て
事
実
の
解
明
を

逃
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
同
一
事
項
に
つ
い
て
重
複
を
問
わ
ず
、
必
要
に
応
じ



て
本
委
員
会
独
自
に
調
査
権
を
行
使
し
て
徹
底
的
な
事
実
解
明
を
行
う
も
の
と
す

る
。
ま
た
、
第
三
者
委
員
会
か
ら
の
調
査
資
料
等
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
に
は
積

極
的
に
協
力
す
る
な
ど
、
緊
密
に
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

八 

委
員
の
選
任 

委
員
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
本
議
案
の
提
出
者
を
委
員
と
す
る
こ
と
を
基
本

と
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
の
数
が
第
三
項
に
定
め
る
定
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、

福
岡
県
議
会
委
員
会
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
な
お
、
議
長
又
は
副
議
長

の
経
験
者
は
、
委
員
に
選
任
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

九 

調
査
経
費 

本
委
員
会
の
本
件
調
査
に
要
す
る
経
費
は
、
五
百
万
円
以
内
と
す
る
。
調
査
経

費
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
既
存
資
料
並
び
に
第
三
者
委
員
会
そ
の
他
の
機
関
に

よ
る
調
査
結
果
及
び
収
集
さ
れ
た
資
料
等
を
可
能
な
限
り
活
用
し
、
必
要
か
つ
合

理
的
な
範
囲
で
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
は
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
者
等
を
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

十 

期 

間 

令
和
九
年
二
月
末
日
ま
で
と
す
る
。 

十
一 

活 

動 

本
委
員
会
は
、
調
査
事
項
の
調
査
の
た
め
、
議
会
閉
会
中
も
必
要
と
認
め
た
場

合
に
は
、
随
時
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

以
上
、
決
議
す
る
。 

 

令
和
八
年
十
月
十
六
日 

福 

岡 

県 

議 

会 

 


